








キーワー ド 国際的な子の奪取 に関するハーグ条約,国 際私法,国 際結婚,
離婚,親 権
1980年10月25日,ハー グ の国際私法会議(TheHagueConferenceonPri-
vateInternationalLaw)で,子どもの親権 に関す る1つ の条 約が採択 され
た。 日本 語での名称 は 「国際的な子 の奪取 の民事上 の側面 に関す る1980年
10月25日の条約」(以 下,「ハ ー グ条 約」 と略す。)で あ る。 日本未 批准 の
ため,公 定訳 では ない。正 文の1つ であ る英語 の名称 は,Conventionof25
0ctober19800ntheCivilAspectsoflnternationalChildAbductionであ る。
ハ ーグ条 約 は1983年7月1日 に効力発生 し,2011年9月16日時点で,締 約
国 は86力国 にの ぼ る(http:〃www.hcch.net/index_ n.php?act-conventions.
status&cid-24,2011年9月29日アクセス)。
ハ ーグ条約 は,一 方の親 の同意 な くして もう一 方の親 によって連れ 出 さ
れ た16歳未満の子 を,連 れ出 され た子が現 在居住 する国の 当局 が,連 れ出
され た親 の請求 に基 づ き,常 居 所 を有 してい た国へ 速やか に返 還す るこ と
を目的 とす る。 当局 が子 どもの返還 を拒否 す るこ とも可能 であるが,返 還
拒 否 の事 由 には厳格 な解釈 が求め られる。
法務省 による と,2004(平成16)年 度の 日本 人の 国際離婚 数は15,000件
で,年 間 の国 際結婚 の数 の約4割 にあたる とい う(http:〃www.interq.or.JP/
tokyo/ystation/world3.html,2011年9月22日ア クセ ス)。2009(平成21)年
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度の厚生 労働 省 の人口動態統計 年報主要統計 表 にある 「婚姻 第2表 夫
妻 の国籍別 にみた婚姻 件数 の年次 推移」 に よる と,平 成21年 の婚姻 総数
は707,734件だったが,そ の うち夫妻 の一方 が外 国籍の婚 姻数 は34,393件
で あ っ た(http:〃wwwmhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suiiO9/marr2.html,
2011年9月22日アクセス)。 また,同 統計 表 の 「離婚 第2表 夫 妻 の国
籍別 にみ た離婚件 数 の年次推 移」 による と,平 成21年の離婚 総数253,353
件 の う ち,夫 妻 の一 方 が外 国籍 の離婚 は19,404件で あ った(http:〃www.
mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suiiO9/divot.html,2011年9月22日ア ク
セス)。 国際結婚 が増 えれ ば,当 然の こ となが ら国際 離婚 も増加 す る。 そ
して,深 刻 な親権 問題 が生 じて くる。
日本 の現 行民法 は,「成 年 に達 しない子 は,父 母の親権 に服す る」(民法
第818条第1項)と 規 定す る。父母 が協議 離婚 をす る場 合 は,協 議 によっ
て父母 の一方 を親権 者 と定 める(民 法第819条第1項)。 裁判 で離婚す る場
合 は,裁 判所が父母 の一方 を親権者 に指定 す る(同 条第2項)。
一方 ,欧 米諸 国では離婚後 も共同親権 が原則 である。 また,日 本が締約
国 の1つ で あ る国連 児童 の権利 条約 では,第10条 第2項 が 「(児童 が)父
母 との人的 な関係及 び直接 の接 触 を維持 す る権利 を有す る」 と規定す る。
主 要国首 脳 会議(G8)の 参加 国 でハ ー グ条約 を批 准 して い ない のは,
2011年8月現在 で 日本 のみで ある(http:〃www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/
hague/mondai.html,2011年10月4日アクセス)。長 年 日本 は,欧 米 諸国 か
ら条約批 准 を求 め られて きた。それ は,と くに 日本 人女性 と欧米人男性 の
夫婦が破綻 した際,日 本人女性 が子 どもを連れ て実家のあ る 日本 に帰 国 し,
外 国人 であ る夫が子 ども と面 会で きない,あ るいは外 国人 である夫が 日本
国籍 を持 つ子 どもを自分 の居住 国 に連 れて帰 るこ とがで きない事 態が少 な
か らず発 生 して いるためで ある。外務省 「国際 的な子の連 れ さ り問題 につ
い て」 に よると,「外 国政府 か ら日本政府 に対 して提 起 されて いる子 の連
れ去 り事案等 の件 数」 は,2011年5月時点 で,ア メ リカが100件,イ ギ リ
スが39件,カ ナ ダが38件,フ ラ ンスが32件で あ る(http:〃www.mofa.go.JP/
mofaj/gaiko/jinken/hague/mondai.html,2011年10月4日アクセス)。
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最近 では,外 国の行 政府 のみな らず,外 国の立法 府が 日本 に対 してハ ー
グ条約批 准 を求 める動 きが ある。具体 的 には,フ ラ ンス議会 は2011年1月
25日にハ ー グ条 約批 准 を求 め る決議 を可決 した(http:〃www.ndl.go.JP/JP/
data/publication/legis/pdf/02460213.pdf,2011年10月4日ア ク セ ス 。http:〃
www.senat.fr/leg/ppr10-094.htmlも参照)。 また,ア メ リカ連 邦下 院 は2010




こ こ数年,ア メ リカ三大 ネ ッ トワー クの1つ,ABCNewsは 国 際的 な
子 の奪 取 に関 す る 問題 を積 極 的 に報 道 して きた。 参 考 サ イ トに掲 げ た
URLに は,同 様 の事 件 を報道 した リンク も張 られてい る。動 画 を鑑 賞 で
きるURLも あ る。一般 に,マ スメデ ィア は視聴 者 の琴 線 に触 れ る題材 を
セ ンセー シ ョナルに報道す る傾 向が あ り,当 事者 の言い分 は記事 や動画 だ
けで は確 かめ られない。が,我 が子 に会 え ない親 が悲痛 な表情 で 目前 の記
者 に訴 えかけ る映像 は衝 撃 的であ る。
日本政府 は,条 約批 准 に向けて準備 を進 め ている。外務省 が2010(平成
22)年5月 か らll月まで在外公館 ホームペー ジを用 いて行 った 「国際 的な
子 の奪取 の民事上 の側面 に関す る条約(ハ ーグ条約)に 関す るアンケー ト」
によると,在 外邦人か ら寄せ られた回答件数64件の うち,子 どもを連 れ帰 っ
た事案 が18件,連 れ去 られた事 案が19件で,外 国裁 判の命令等 で移動制 限
を受 けてい る事案 が27件あ った(http:〃www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/
23/2/0202_03.htm1,2011年10月4日ア クセス)。 関係 国 は,ア メリカが26
件,オ ース トラ リア9件,カ ナ ダ7件,イ ギ リス3件,フ ラ ンス1件,そ
の他(不 明 を含 む)が18件 あった(同)。 回答 者の 中で,日 本がハ ー グ条
約 を締結 すべ きと明示 した ものが22件で,締 結すべ きで ない と明示 した も
のが17件であ った(同)。
2011年5月20日,政府 は,ハ ー グ条約 の締結 とそれ に必要 な国内法制度
を整備 す る ため,「 国 内法 案 の骨 子 を閣議 了解 した」(http:〃www.asahi.
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com/politics/update/0520/TKY201105200205.html?ref-reca,2011年10月1
日アクセス)。 日本 では,子 の返還 を行 う 「中央当局」 は外 務省 に設置 さ
れ る こと とな った(同)。 当時 は,東 日本 大震 災の発 生 か ら2か 月あ ま り
経 った時点で,ハ ー グ条約 に対 す るメデ ィアや 国民 の関心 は高 くなか った。
が,前 述 の外務省 ア ンケー トか ら もわかる ように,国 内担保法 が成立す れ
ば影響 を受け る 日本 人の親 は少 なか らず い るだろ う。閣議了解 の10日前,
アメ リカ合衆国 テネ シー州 の裁 判所で,離 婚 した 日本 人の女性 が アメ リカ
か ら2人 の子 どもを元 夫 の了解 な しに連 れ帰 った として,裁 判所 が元妻 に
対 し,元 夫へ610万ドル(4億9千 万 円)の 損 害賠償 支払 い を命 じる判決
が 出 さ れ た と報 道 され た(http://www.asahi.com/internationa/update/0510/
TKY201105100498.html?ref-reca,2011年10月1日ア クセス)。 この 日本 人
女性 は実 家のあ る福 岡県 に帰 国 したが,ア メリカ人の元夫が,小 学校へ登
校 中の我 が子2人 をアメ リカにむ りや り連 れ戻 そ うと した として,2009年
9月 に未 成年 者略 取容 疑 で福 岡県警 に逮 捕 され,起 訴 猶予 とな ってい た
(同)。
日本 国内でハ ーグ条約 の批 准 に反対す る,あ るいは批准 に慎 重 な団体 は,
その理 由 と して,配 偶 者やパ ー トナ ーに よる ドメステ ィ ック ・バ イオ レン
ス を挙 げる こ とが多 い。2011年9月30日に法務省 と外 務省が発 表 した,国
内担保法 につい て討議 していた有識者会議 による中間報告 では,元 居住 国
に連 れ戻 され た子 が ドメステ ィック ・バ イオレ ンス を受 けるおそれが ある
場合,返 還 を拒否 す る こ とがで きる と明記 された(http:〃www.asahi.com/
politics/update/0930/TKY201109300642.htm1,2011年10月1日ア クセス)。
た だ し,日 本政府 が子 の返還 に制限 を設 け よう としてい る として,欧 米各
国 は批 判 してい る(http:〃www.jiji.com/jc/c?g-pol_30&k-2011093000862,
2011年10月1日ア クセス)。
本稿 に掲 げたサ イ トは,「1女 性 の婚姻 に関す る主 な国際文書」,「2
ハ ーグ国際私法会議」,「3日 本政府」,「4弁 護 士会」,「5外 国政府
お よび外 国大使館 」,および 「6NPO等 のサ イ トお よび要望 書等」 で あ
る。 国際結婚 と離婚,ハ ーグ条約 に関す る問題 について助言 ・支援 をす る
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諸団体 は,NPO,行政書士,法 律事務所 など多数ある。そ して,団 体 と
しての立場,参 加する個人の利害関係が全 く違 う。したがって,本 稿では
「ハーグ条約 国際結婚」などのキーワー ドで検索 した際,検 索エンジン
の上位に現れる,つ まり閲覧数の多い団体の要望書のみを掲載 した。
最後に,日 本のメディアは,法 務大臣の記者会見等 を含めて,条 約の締
約国になることを 「条約加盟」 と表現 しているが,国 際法の用語で条約の
締約国になることは 「批准」 または 「加入」 を使い,加 盟は 「国際連合へ
の加盟」「EU加盟国」のように使 うことが多い。 したがって,本 稿では
新聞報道 を直接引用す る時以外,署 名な しに条約 の締約国になることを




・磯谷 文明 ,杉 田明子 「ハ ーグ条約 の実務 上の課 題(1)返 還 申立 て の要
件 と返還 義務 の例外(抗 弁)事 由の審理 手続」 『自由 と正 義』vol.61,
no.11(2010年ll月)
・出井 直樹 「ハ ー グ条約 の実務 上 の課 題(2)返 還手続 の周 辺:子 ど もの
所在調査,返 還命令 の履行 ・執 行,調 停 」 『自由 と正義』vol.61,no.11
(2010年ll月)
・大 国和江 ,大 谷美紀 子 「は じめ に」特 集2ハ ーグ条約 と日本の子 の監
護 に関す る実務 『自由 と正義 』vol.61,no.ll(2010年ll月)
・小 田切 紀子 「子 ど もか ら見 た面 会交流:離 婚家 庭 の子 ど もた ちの声」
『自由 と正義 』vol.60,no.12(2009年12月)
・大森啓子 「ハ ーグ条約 の理念 と実務及 び子の監護 に関す る 日本 の実務:
条約 締結 の懸 念 と必 要性 ・国内実務 へ の影響」 『自由 と正義 』vo1.61,
no.11(2010年11月)
・大 山尚 参議 院第三特別調査 室 「国際離 婚 と国境 を越 えた子 どもの連 れ
去 り～子 ど もの奪取 条約 について考 える」 『立 法 と調査 』第307号(2010
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年8月)
・岡野正敬 「国境 を越える子の奪取をめ ぐる問題の現状 と課題」 『国際法
外交雑誌』第109巻第1号(2010年5月)
・織田有基子 「国際的な子の奪取の問題 に関するハーグ国際私法会議の取






・軽部恵子 「児童の権利 に関する条約の実施状況に関する日本政府報告 に
対する児童の権利委員会の最終コメン ト」 『桃 山法学』第10号(2007年
8月)pp.19-88
・軽部恵子 「女子差別撤廃条約選択議定書 ・個人通報」 『国際人権』No.
16(2005年10月)PP.121-122.
・小池泰 「親権 をめ ぐる問題点」 『ジュリス ト』No.1414(2011.1.1-15)
(2011年1月)
・棚瀬孝雄 「両親の離婚 と子 どもの最善の利益:面 会交流紛争 と日本の家
裁実務」『自由と正義』vol.60,no.12(2009年12月)
・谷英樹 「面会交流の実務の問題点 と課題:子 どもの最善の利益の観点か
ら」『自由と正義』vo1.60,no.12(2009年12月)
・日本弁護士連合会両性の平等 に関する委員会編 『離婚と子 どもの幸せ:
面会交流 ・養育費 を男女共同参画社会の視点から考 える』明石書店
2011年





国際 的 な子 の 奪 取 の民 事 面 に 関す るハ ー グ条 約 に 関す るサ イ ト集131
・ロ ー ツ マ イ ア 「子 ど も の 権 利 の 保 障:国 際 的 子 の 連 れ 去 り を 中 心 に 」
http://www.seminarhouse.or.jp/contest/sakuhin_kin.pdf
〈 参 考 サ イ ト〉
・NHK解 説 委 員 室 「視 点 ・論 点 弁 護 士 伊 藤 和 子 『ハ ー グ 条 約 批 准
日 本 の 課 題 』」(2011年5月30日)
http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/400/86326.html
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http://search.japantimes.co.jp/cgi-bin/nn20090522a4.html
サ イ ト集 目次
(注1)正 しいURLを 入力 して も,ペ ー ジが 見つ か らない とい う表示 が
出る場 合が ある。そ の際は,ペ ージの タイ トル と掲載 団体 名(例:ア
メ リカ国務 省 の場合 はwww.state.gov)を検 索エ ンジ ンに入力 す る と,
当該 ペー ジが表示 される。
(注2)サ イ トが予告 な しに閉鎖 される こと,ペ ージが予告 な しに削 除 ・













1女 性 の 婚 姻 に 関 す る 主 な 国 際 文 書
(1)女 性 の 参 政 権 に 関 す る 条 約(1952)
ConventiononthePoliticalRightsofWomen
http://www.un.org/womenwatch/directory/convention_political_r ghts_of_
women10741.htmから ア ク セ ス 可 。
http://www1.umn.edu/humanrts/instree/e2cprw.htm
採 択1952年12月20日 国 連 総 会 決 議640(VII)
効 力 発 生1954年7月7日
2011年9月25日 現 在(日 本:未 署 名)
(出典http:〃daccess-dds-ny.un.org/doc/RESOLUTION/GEN/NRO/079/83/I
MG/NROO7983.pdf?OpenElement,2011年9月25日ア ク セ ス)
http://www.lawphil.net/international/treaties/conv_ onum_1953.html
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効 力 発 生1958年8月11日




ア ク セ ス)







採 択1962年ll月7日 国 連 総 会 決 議1763A(XVII)
効 力 発 生1964年12月9日
2011年9月25日 現 在 署 名 国16,締 約 国55(日 本:未 署 名)
(出典UnitedNationsTreatyCollectionhttp:〃treaties.un.org/pages/Viwe
Details.aspx?src=TREATY&mtdsg_no=XVI-3&chapter=16&lang=en,2011
年9月25日 ア ク セ ス)





採 択1965年ll月1日 国連総 会決議2018(XX)





こ こ か ら,条 約 全 文(TextoftheConvention),正文 以 外 の 言 語 へ の 翻
訳(Translations),「不 法 に 連 れ 出 さ れ た 子 の 返 還 を 求 め る モ デ ル 申 請 書 」
(ModelApplicantFormforthereturnofwrongfullyremovedorretainedchi
ldren),締約 国 一 覧(ContractingStates("statustable")),各国 の 中 央 当




奪 取 さ れ た 子 の デ ー タ ベ ー ス 。 英 語,フ ラ ン ス 語,ス ペ イ ン 語 の3力 国
語 で 提 供 さ れ て い る 。
(3)IntercountryAdoptionSection
http://www.hcch.net/index_en.php?act=text.display&tid=45
国 際 的 な 養 子 縁 組 に 関 す る セ ク シ ョ ン 。 規 制 す る 条 約 の 正 式 名 称 は,
TheHagueConventionof29May19930nProtectionofChildrenandCo-
operationinRespectofIntercountryAdoption(HagueAdoptionConvention)o




採 択1968年10月26日(ハ ー グ)
署 名1970年6月1日
効 力 発 生1975年8月24日
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2010年2月15日 現 在 締 約 国18(日 本:未 署 名)
(出 典:http:〃www.hcch.net/index_en.php?act-conventions.status&cid-
80,2011年9月25日 ア ク セ ス)
3日 本 政府
(1)首 相 官邸
(i)官 房長官記 者発 表平成23年5月20日(金)午 前
http://www.kantei.go.jp/jp/tyoukanpress/201105/20_a.html
(--)「国際 的 な子 の奪取 の民事 上の側 面 に関す る条約 の締結 に向 けた








(皿)国 際結婚,海 外 で の出生等 に関す る戸籍Q&A
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji15.htm1
(iv)法制審議会 ハ ーグ条約(子 の返 還手続 関係)部 会
http://www.moj.go.jp/shingi1/shingiO3500013.htm1
(a)参考資料9「 外務省委託調査 国際的な子 の奪取 に関す るハ ー
グ条約 関係 裁判例 につい ての委託調査 報 告書」(平 成23年3月
日本弁護士連 合会)
http://www.moj.go.jp/content/000077541.pdf
(b)参 考資料ll「国際的 な子 の連 れ去 りに関す るア ンケー ト結果
報告」(2011年9月7日 日本弁護士連 合会)
http://www.moj.go.jp/content/000079368.pdf
(c)部 会資料4「 『国際 的な子 の奪 取 の民事 上の側 面 に関す る条
国際的な子の奪取の民事面に関するハーグ条約に関するサイ ト集137








(皿)子 の親権 問題 に関す る在京大使館へ の説 明会(平 成22年2月10日)
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/22/2/0210_06.htm
(iv)プレス リリース 「国際的な子 の奪取 の民事上 の側面 に関す る条約」
(ハーグ条 約)(ア ンケー ト調査 の結 果)(平 成23年2月2日)
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/23/2/0202_03.htm
(v)国 際 的 な子 の奪 取 の民事 上 の側面 に関す る条 約(ハ ー グ条約)
(平成23年9月23日)
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/hague/index.html
※ハ ーグ条約 の概 要,ハ ーグ条約締結 に向 けた我 が国の動 き,ハ ーグ条
約 の中央当局 の在 り方 に関す る懇談 会,閣 議 了解(2011年5月20日),
ハ ー グ条約 の実施 に関す る法律骨 子案(PDF版),ハ ー グ条 約 に関わ
る副 大臣会議,パ ブ リック コメ ン トの募 集,関 連資料 ・リンク(平 成
23年3月の 日本 弁護士連合 会委託調査 報告書 を含 む)が 掲 載 され てい
る。
(vi)国際的 な子 の連 れ去 り問題 について
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/hague/mondai.html
(v五)外務省子 の親権問題担 当室 「国際的 な子 の奪取の民事 上の側面 に
関す る条 約(ハ ー グ条約)」 に関す る アンケー トの実施 結果 につい て
(平成23年2月2日)
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/23/2/PDF/020201.pdf
(V皿)在アメ リカ合衆 国 日本 国大使館 「大使館 か らのお知 らせ 在留邦
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※実子 誘拐罪 の解 説 に加 え,ア メ リカ に居住す る邦人が,ア メ リカ人 の
配偶者 による家庭 内暴力 に遭 った時の相談サイ ト(シ ェルター を含 む)
が充 実 して いる。
(ix)児童の権利 条約(児 童 の権利 に関す る条約)
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jido/
4弁 護 士 会
(1)日 本 弁 護 士 連 合 会
(i)子 ど も の 権 利(子 ど も の 権 利 委 員 会)
http://www.nichibenren.or.jp/activity/human/child_r ghts.html
(--)子 ど も の 権 利 条 約 に 基 づ く第1回 日 本 政 府 報 告 に 関 す る 日 本 弁 護
士 連 合 会 の 報 告 書
http://www.nichibenren.or.jp/activity/international/library/humanrights/
child_report-lst_jfba.html
(i五)国際 的 な 子 の 奪 取 の 民 事 面 に 関 す る 条 約(ハ ー グ 条 約)の 締 結 に
際 し,と る べ き措 置 に 関 す る 意 見 書(2011年2月18日)
http://www.nichibenren.or.jp/activity/document/opinion/year/2011/110218.
html




(2)都 道 府 県 の 弁 護 士 会
(i)乗 鞍 良 彦(兵 庫 県 弁 護 士 会 会 長)「 ハ ー グ 条 約 の 批 准 問 題 に 関 す
る 会 長 声 明 」(2010年12月22日)
国際 的 な子 の 奪 取 の民 事 面 に 関す るハ ー グ条 約 に 関す るサ イ ト集139
http://www.hyogoben.or.jp/topics/iken/pdf/101222haagu.pdf
(--)金子 武 嗣(大 阪 弁 護 士 会 会 長)「 国 際 的 な 子 の 奪 取 の 民 事 的 側 面
に 関 す る 条 約 の 批 准 に つ い て の 意 見 書 」(2011年2月25日)
http://www.osakaben.or.jp/web/03_s eak/iken/iken110225.pdf
5外 国 政 府 お よ び 外 国 大 使 館
















(ii)在 日 ア メ リ カ 合 衆 国 大 使 館(U.S.EmbassyinJapan)
(a)国 際 的 な 親 に よ る 子 の 奪 取 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 後 の カ ナ ダ,
フ ラ ン ス,英 国,米 国 の 共 同 記 者 声 明(2009年5月21日,東 京)
http://japan2.usembassy.gov/j/p/tpj-20090521-79.html
(b)米 国 政 府,「 国 際 的 な 子 の 奪 取 に 関 す る ハ ー グ 条 約 」 へ の 加 盟
を 日 本 に 改 め て 要 求(2010年1月22日)
http://japan2.usembassy.gov/j/p/tpj-20100122-72.html
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(c)米 国 大 使 館AmericanView(Winter2010)「離 婚 後 の 親 権 問 題
と ハ ー グ 条 約 」
http://amview.japan.usembassy.gov/pdfs/wwwf-american-view201001.
pdf
(d)大 使 館 か ら の ニ ュ ー ス 「ハ ー グ 条 約 加 盟 を 求 め 国 務 省 担 当 大 使
が 来 日 」(掲 載2011年2月15日)
http://Japanese.japan.usembassy.gov/j/p/tpj-20110215-01.html
(e)大 使 館 か ら の ニ ュ ー ス 「10力国 ・EUの 代 表,ハ ー グ 条 約 批 准
を 求 め る 」(掲 載2011年2月16日)
http://Japanese.japan.usembassy.gov/j/p/tpj-20110216-01.html
(f)大 使 館 か ら の ニ ュ ー ス 「米 国 大 使 館,ハ ー グ 国 際 養 子 縁 組 条 約













実 子 を 誘 拐 し た 指 名 手 配 犯(wanted)の 写 真 が 掲 載 さ れ て い る 。 記 念 写
真 を 用 い た の か,指 名 手 配 さ れ た 親 が に こ や か に 微 笑 む 写 真,親 が ド レ ス
ァ ッ プ し た 写 真 も あ る 。
(v)そ の 他
(a)FederalRegister,NationalArchives.ExecutiveOrder12648-Re一










(2)在 日 フ ラ ン ス 大 使 館(LaFranceauJapon)
(i)「 日本 に ハ ー グ 条 約 加 盟 を 求 め,4力 国 で 共 同 記 者 会 見 」(2009年
5月21日)
http://www.ambafrance-jp.org/spip.php?article3504
カ ナ ダ,フ ラ ン ス,英 国,米 国 の4力 国 が 在 日米 国 大 使 館 に 参 集 し,日
本 に 対 し 条 約 加 入 を 求 め た 。
(--)「国 際 的 な 親 に よ る 子 の 奪 取 に 関 す る 共 同 声 明 」(仮 翻 訳)2010年
10月22日
http://www.ambafrance-jp.org/spip.php?article4150
オ ー ス ト ラ リ ア,ベ ル ギ ー,カ ナ ダ,コ ロ ン ビ ア,フ ラ ン ス,ド イ ツ,
ハ ン ガ リ ー ,イ タ リ ア,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,ス ペ イ ン,イ ギ リ ス,ア メ リ
カ の 各 国 駐 日 大 使 と 欧 州 連 合 代 表 部 代 表 に よ る 共 同 声 明 。
(皿)「 国 際 的 な 親 に よ る 子 の 奪 取 に 関 す る 共 同 声 明 」(2011年2月9日)
http:〃www.ambafrance-jp.org/spip.php?article4395
オ ー ス トラ リ ア,カ ナ ダ,コ ロ ン ビ ア,欧 州 連 合,フ ラ ン ス,ハ ン ガ リ ー,
イ タ リ ア,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,ス ペ イ ン,英 国,お よ び 米 国 の 各 国 駐 日大
使 と 代 表 が 発 表 し た 共 同 声 明 。 日 本 語 は 仮 訳 。




























l998年4月22日 に 提 出 さ れ た 「国 際 的 な 子 の 奪 取:改 革 へ の 課 題 」
(lnternationalChildAbduction:IssuesforReform)と題 す る 議 会 外 交
国 際 貿 易 委 員 会(TheStandingCommitteeonForeignAffairsandInter-




6NPO等 のサ イ トお よび要望書等
※NPO等 の名前 のアイ ウエ オ順 に並べ てあ る。
(1)親 子 の面会 交流 を実現す る全 国ネ ッ トワーク 親子 ネ ッ ト 「『面会
交流へ の柔軟 な対応 を求 める』要望書」(2011年9月7日)
http://oyakonet.org/message/yobosyo.html
(2)共 同親権運動 ネッ トワー ク(略 称kネ ッ ト)
(i)「ハ ーグ条約 の締結 と国 内親権法 の整備 を一体 的 に進め る こ とを
求 める要望書」(2010年6月23日)
http://kyodosinken.com/wp-content/uploads/2010/06/hagueyo ub u.pdf
(--)「ハ ーグ条約 の批准 に関 して国 内法 での 『原 則交流 』 の実 現 を求
める声 明」(2009年10月19日)
http:〃kyodosinken.com/2010/02/12/声明 ・要望書 ・質問状1#1
(皿)「共 同子 育て のための共 同親 権制度 の実現 を求 める要望書」(2009
年9月24日)
http:〃kyodosinken.com/2010/02/12/声明 ・要望書 ・質問状1#1
(iv)「衆院選 の結 果 を受 け て共 同親権 ・共 同子育 ての実 現 を求め る声
明」(2009年9月4日)
http:〃kyodosinken.com/2010/02/12/声明 ・要望書 ・質問状1#1
(v)「親 の離別後 の共 同子育 ての促 進 を求 め る要望書」(2009年9月24
日)
http:〃kyodosinken.com/2010/02/12/声明 ・要望書 ・質問状1#1
(3)く にたち子 どもとの交流 を求め る親の会(略 称:親 子交流 くにたち)
・「離婚後 の親子 の面会交流 につ いての要望書」(2008年6月23日)
http://kunitachivisitation.seesaa.net/article/125677962.html
(4)し ん ぐるま ざあず ・ふ お一 らむ
(i)「ハ ーグ条約批 准 に関す る要望 につ いて」(2010年3月19日)
http:〃www7.big.or.jp/single-m/kaishoukai/ha-gujyouyaku.pdf
http://www.single-mama.com/opinion/hague.html








(5)ハ ー グ 「子 の奪取」条 約の批准 に慎 重 な検討 を求め る市 民 と法律家
の会
(トップの表記 は 「ち ょっ と待 って1ハ ー グ条約」)
(i)ハ ー グ条 約 の締 結 の可 否 につ い て慎 重 な検 討 を求 め る意 見書
(2011年2月4日)
http:〃hague-shincho.com/iken.pdf
(ii)声明(2011年5月17日)
http:〃hague-shincho.com/110517.pdf
以 上
